令和５年度
Ｔａｎｇｏ Ｇｏｏｄ Ｇｏｏｄｓ認定推進に関わる実施要領

１　目　的
丹後地域の優良な地場産品を丹後ブランド商品として認定し、丹後地域内の観光関連業者・販売者（小売者）・卸業者を対象としたカタログを作成、配布するとともに、ホームページによる情報発信及び見本市を開催し、商談の機会を設けることなどに　よって、丹後ブランド商品販売促進事業と丹後地場産品のイメージアップを図り、地場産業の活性化の一助とする。
２　主　催
公益財団法人 丹後地域地場産業振興センター
３　認定商品募集、審査、決定
（１）応募資格
応募対象者は、丹後２市２町内に本拠を置く製造業者（企業、組合、団体、個人、任意グループ等）。
ただし、応募対象商品の販売者は、推薦人(製造業者の承諾が必要)として応募することができる。
（２）対象商品
　丹後地域内（宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町）で製造もしくは企画された商品で、次の分野に分けて募集する。
1 地域特産品部門
　 丹後独自の伝統等が伺えるなど丹後らしさ・海の京都らしさの表現に優れ、観光入り込み客等に推奨できる商品。
2 一般流通商品部門
地域特産品部門に該当しない商品。Made in Tangoとして一般流通可能な商品で丹後地域のものづくりを牽引する商品。
　　　※美術品のような一品ものではなく、反復生産が可能なものとする。
（３）応募期間
令和５年５月１７日（水）から６月１５日（木）
（４）応募商品の審査・決定
ア　審査会開催日・場所
令和５年６月２７日（火）・２８日（水）
丹後地域地場産業振興センター（アミティ丹後）　多目的ホール
京都府京丹後市網野町網野３６７番地
イ　審査方法
· Ｔａｎｇｏ Ｇｏｏｄ Ｇｏｏｄｓ認定推進委員会が委嘱するアドバイザー、デザイナー、販路開拓アドバイザー等の専門家によって構成される審査会で審査を実施する。
ウ　審査基準
　　＜基本項目＞
下記に挙げる基本項目を全て備えること。
◇　食品表示法の諸法令に違反しないものであること。
[bookmark: _Hlk37416717]　（栄養成分表示の省略が認められている事業者でも丹後産品の品質向上のため栄養成分表示は必須とする。）
◇　反復生産が可能な完成品で、市販されているもの(認定後市販しようとするものも含む。)であること。
◇　機能性、安全性が十分考慮されたものであること。
◇　技術、包装等が優良であること。
◇　品質、内容等に応じた適正な価格のものであること。
＜具体的項目＞
◇　丹後地域の特性を生かし、当該商品に通常要求される品質水準を十分に満たし、品質、賞味期限等の製品表示がされたものであること。
◇　商品の企画または製造の主たる工程が丹後地域内で行われている商品であること。
◇　観光土産品にあっては、観光土産品の表示に関する公正競争規約に違反しないものであること。
◇　販路拡大（リピート購入）の期待度が高いこと。観光入込客等に推奨できる商品で、丹後独自の伝統等が伺えるなど、丹後らしさの表現に優れたもの。
（５）認定商品の決定
◎　審査会で審査の後、Ｔａｎｇｏ Ｇｏｏｄ Ｇｏｏｄｓ認定推進委員会で、認定商品を決定する。
◎　認定の当否にかかわらず、文書で連絡し、審査内容に関する問い合わせには回答しない。
（６）その他応募に関し疑義が生じた場合は、認定推進委員会で協議、決定する。
４　認定期間
　認定品の有効期間は、認定品として決定された日から３年間とする。
有効期間が満了する認定品については、再申請に基づき、あらためて審査を行い認定の当否を決定する。
５　認定証・商品登録（カタログ・ホームページ掲載）
丹後ブランド商品としての認定品には、認定証を製造者に交付するとともに、認証ロゴマーク及び認定シールについては、別に定める認定推進規程に基づき使用を承認し、併せて商品登録（カタログ・ホームページに掲載）する。
６　認定商品の販売促進
（１）見本市（商談会）の開催
開催日　　令和５年１０月２１日（土）・２２日（日）
場　所　　宮津市民体育館
（２）Ｔａｎｇｏ Ｇｏｏｄ Ｇｏｏｄｓ認定品カタログの作成・配布
（３）大消費地での丹後物産展の開催
（４）商談会への出展
（５）各種催事及びイベント出展情報の提供
（６）Ｔａｎｇｏ Ｇｏｏｄ Ｇｏｏｄｓ紹介ホームページへの掲載
（７）京都丹後ブランド産品会入会資格の取得
（８）上記以外にも出品の実施をすることがある。
７　改善・開発指導
○６月２９日（水）午後４時からＴａｎｇｏ Ｇｏｏｄ Ｇｏｏｄｓ審査員による審査講評及び商品改良指導を行う。
